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売上予測活⽤例 

売上予測を利⽤した具体的な活⽤事例を３つ紹介します。 
① 既存商品を差し替えすることによる売上変化を予測 
② 新規商品を陳列することによる売上変化を予測 
③ 陳列済商品のフェイス数を増やすことによる売上変化を予測 

① 既存商品を差し替えすることによる売上変化を予測 

棚割モデルに未陳列の既存商品を新たに陳列した際の売上予測を⾏います。 
1. 商品配置-［削除］もしくは［移動］にて、陳列済みの商品を棚から外します。 
2. 商品配置-［商品挿入］より商品を挿入します。 
3. 予測結果を確認します。 

 

② 新規商品を陳列することによる売上変化を予測 

新規商品を陳列した際の売上予測を⾏います。 
1. 商品配置-[挿入]などから新規商品を陳列します。  
2. ［新規陳列商品］をクリックし、予測値を入⼒します。 
3. 予測結果を確認します 

  

売上実績が存在しない新規
商品を陳列する場合、仮の
予測値(もしくは想定実績)
を設定する必要がありま
す。詳しい設定方法は「新
規陳列商品の予測値を設定
する」７P を参照してくだ
さい。 

定番商品で話題になった商
品などは売上に影響を与え
る「アイテム指数」の値が
他商品よりも増加している
ことが考えられます。 
その場合は「アイテム指
数」の値を調整し、売上の
変化を確認しましょう。 
詳しい設定方法は「アイテ
ム指数」３P を参照してく
ださい。 
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③ 陳列済商品のフェイス数を増やすことによる売上変化を予測 

既に陳列されている、売上が良い商品のフェイス数を増やした場合の売上予測を⾏います。 
また、事前にハイライト分析「ABC分析」を反映した状態で商品移動を⾏うことで売上が良い商品の判別が
より分かりやすくなります。 
1. 棚割操作-[ハイライト]ボタンをクリックします。 

 

2. 「売⾦ ABC」項目を選択し［開始］をクリックします。 

 

3. 色分けが反映されたことを確認し棚割操作-[売上予測]ボタンをクリックします。 
4. 「予測基準」より「現状棚割モデルから予測」を選択します。 
5. A ランクの商品をゴールデンゾーンに移動させる、C ランクの商品を他商品に差し替えるなどの 

編集を⾏うことで売上予測結果の変化を利益向上を確認できます。 

 

■ハイライト分析 
今回は商品を売上⾦額の⾼い順
に ABC のランク分けを⾏う
「売⾦ ABC」にて分析を⾏い
ましたが、その他のハイライト
分析項目については操作テキス
ト『棚割分析編』をご確認くだ
さい。 


